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論 文 内 容 の 要 旨 





た．8 種の共存に至るプロセスを推定するため，結実を観察できた 2 種を材料に，種子散布から実生
定着に至る更新過程について更なる検討を行った．Quercus eumorpha Kurz（Qe）と Q. aff. 
brevicalyx A. Camus（Qb）の 2 種はブナ科の中でも特に優占度が高かったが，この 2 種は前者が主
に西側斜面上部，後者はそれ以外に住み場所が分かれていた．2 種の種子の散布と散布後の種子の消
長，稚樹の定着と死亡の追跡調査を行ったところ，Qb では散布種子の 5.6%が稚樹として定着した















調査区にはブナ科樹木 8 種が出現した。8 種について、住み場所の分布パターンの地形依存性をχ
二乗を指標値とするトーラスランダマイゼーション法で解析した。その結果、8 種について統計的に




8 種の共存に至るプロセスを推定するため、結実を観察できた 2 種を材料に、種子散布から実生定
着に至る更新過程について更なる検討を行った。Quercus eumorpha Kurz（Qe）と Q. aff. brevicalyx 
A. Camus（Qb）の 2 種はブナ科の中でも特に優占度が高かったが、この 2 種は前者が主に西側斜面
上部、後者はそれ以外に住み場所が分かれていた。2 種の種子の散布と散布後の種子の消長、稚樹の





確認した。被陰試験を行うと稚樹の生育の最適照度は 2 種でほぼ同じであったが、林内では Qb の稚
樹は明るい住み場所で高い生残率を示した。このように、調査地の森林では、住み場所の分離に加え、
種子と稚樹の生残過程、稚樹の萌芽性に関する生態特性の違いがブナ科樹種の共存に重要な役割を果
たすことが判明した。 
以上の成果は、これまで未解明であった熱帯山地林の主林冠構成種の個体群維持過程と同属近縁種
の共存機構を明らかにし、かつ熱帯雨林群集の高い種多様性の説明に関するニッチ説の有効性を確認
するもので、博士（理学）に値すると審査した。 
